
 

 

 

 

 

 

 

１１月１０日（水）１１月生まれさんのお

誕生会がおこなわれました。１１月生まれ

のお誕生児さんは全員で９名でした。 

 自己紹介で以上児さんは「大きくなったらなりたいもの」を「アイスクリーム屋さん」や「ウルトラマン

セブン」と教えてくれました。未満児さんは「好きな食べ物」を「ラーメン」や「ぶどう」と教えてくれま

したよ。『ごきげんうかがい』や『ハッピーバースデー』のお歌も楽しく歌って、お祝いムードいっぱいの

誕生会となりました。 

お誕生会のお楽しみは、先生方による音楽隊でした。鼓笛隊の帽子をかぶった、まみこ先生・ななみ先生・

りか先生・あんな先生・ゆりか先生が、小太鼓やタンバリン・トライアングル・鈴・木琴を使って、『ミッ

キーマウスマーチ』と『ハッピーバースデーのうた』を演奏してくれました。演奏に合わせてお友だちもみ

んなで歌って大盛り上がりでしたよ     子どもたちの中から自然とアンコールの掛け声が上がったほどで

す      アンコールの曲は『スターマン』でした。みんなお部屋でも歌っている歌なので、先生たちの演奏に

合わせて大合唱となりました。 

１０月２９日（金）未満児さんが合同で「ハロウィン」を行いました。うさぎ組さんは、

ジャックオーランタンの形のお面やお菓子の入れ物を作って、りす組さんは、魔女の帽子

の形のお面を作ってこの日に備えていました。そして先生たちは、お友だちに内緒でおや

つやメダルの制作をしていました。当日はまず未満児さんで集まって「おかしをくれなき

ゃいたずらしちゃうぞ」の掛け声の練習をして準備は万端       4 つのグループに分か

れて園舎内を練り歩きました。会議室・ひよこ組のお部屋・園長室を回って、「おかし

をくれなきゃいたずらしちゃうぞ！」と先生たちを驚かせ、お菓子をゲットしていまし

たよ。途中で出会ったぱんだ組さんやぞう組さんに出会うと、そこでも「おかしをくれ

なきゃいたずらしちゃうぞ！」とお兄さんお姉さんを驚かせていました。 
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１２月の発表会に向けて、各クラス取り組みが始まりました。コロナウイルス感染症対策

をしながら、どのような形であれば発表会を行えるかと考え、今年度は各クラス１つずつの

演目となります。 

未満児クラスは、表現あそびということで生活の中で行っていることを発表という形に変えて行います。

お遊戯やご挨拶、お名前呼びなどクラスによって発表の形は様々です。 

以上児は劇に取り組みます。一言で劇といっても年齢によって取り組みの過程は様々です。年少さんは子

どもたちが興味を持てるように絵本や歌からヒントを得て、遊びや生活の中に取り入れながら取り組みを

始めています。年中・長さんは、「発表会」ということを意識して、「こんなことがやりたい」「どれがいい

かな？」とクラスで話し合いを進め、クラスみんなで「劇」という作品を作り上げていっています。 

先週は各クラスよりご家庭に、発表会の衣装の用意のお願いのお便りが出ています。「おうちの人に見て

もらいたい」と、子どもたちは意気込んでいます。衣装の準備のご協力よろしくお願いいたします。 

 先生たちも進め方や、発表の構成・衣装・小物の準備に試行錯誤し

ています。こども園全体で発表会の成功を目指し、同じ方向を向いて

頑張っています。協力して力を合わせて何かを成し遂げるという経

験が、子どもたちやクラス集団の成長につながっていくことを期待

しています。 

 ８月の豪雨の際、保護者駐車場の排水溝の排水がうまくいかなくなり

冠水をしました。その後も大雨のたびに冠水を繰り返しています。その

都度、職員駐車場を使えるようにして、シルフでお伝えしてきました。 

たびたび不自由をおかけして申し訳ありません。保護者駐車場の排水溝については、業者に

状況を見てもらい、改善のお願いしているところです。機械の準備など手配でき次第、改善していただくこ

とになっております。それまでの間、ご不便をおかけすることになりますが、冠水の際は職員駐車場を使え

るようにいたしますので、ご協力をお願いいたします。 

 

 

 

 

 皆様もご存じの通り、先日宮城県で刃物を持った不審者がこども園に侵入し逮捕されたという事件があ

りました。また、岡山県では園児が遊具に挟まるという事故もありました。緑陽台認定こども園でも、この

事件、事故を受けて今一度防犯や見守りについて全職員で再確認しました。 

クラスで園庭や園敷地外へ出る際は、必ず職員が二名以上付き添います。遊具で遊ぶ際は、死角を作らず

に園児の見守りを行います。 

玄関の自動ドアの施錠を徹底しておこないます。活動の状況によっては施錠しない時間帯もありますが、

その時間帯は事務所より職員が玄関から出入りする方の確認を行います。 

送り迎えの際、自動ドアが施錠されている場合は、自動ドア右手にありますインターフォンを押してくだ

さい。ご不便をおかけしますが、ご協力をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

先日、年少の女の子が先生と一緒に園長室にやってきました。先生が「園長先生、○○ちゃんからお話があ

るので聞いてください。」と言うので、お話を聞いてみました。女の子は「言えるようになったよ！」と、ちょっぴり

恥ずかしそうに、でも嬉しそうに伝えてくれました。 

クラスでは今、発表会の練習の真最中です。練習の中で、この女の子が上手に台詞を言えたので、クラスの

先生に褒められたのだそうです。すると女の子が「上手に言えたことを園長先生にも教えたい」と言ってくれて、

先生と一緒に報告に来てくれたというわけです。 

発表会の取り組みの中で、できたことや褒められたことに嬉しさを感じ、それを“他の人にも伝えたい”と思っ

た、この女の子の気持ちと、“伝えたい人”に私を選んでくれたことに嬉さと感動をもらった出来事でした。 


